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ところで入会を奨めるにあたつては、何かそ

のメリットがアピールできないと、会員数の増

加は期待できません。幸い神奈川県糖尿病協会

には、その 40年の歴史を裏打ちするように連
綿 と引き継がれている、いくつかの独 自の行事

があ ります。 まず、6月 ごろに医師、看護師、

栄養士が同行 して研修旅行が行われます。これ

は参加者が糖尿病であることに配慮 して、特別

に食事のメニューを用意 し、運動のための散策

の予定も入れ、更に看護師による食前食後の血

神奈り|1県糖尿病協会 40周年
に よ せ て 判 %″ β 下の最大 の課
題は、発 勃 は 若やナこと、わ 安 物

の 影 沿 でス会勧誘の地道 な努力 を、

焼 彰 澤 の 活用 を

神奈川県糖尿病協会会長

半田 みち子

神奈川県糖尿病協会が発足 してから、今年で  糖測定、入浴の後のフッ トケア、夕食の前の医
40年 を迎えます。 この間多 くの方がこの会を  師による講義など内容が盛 りだくさんで、患者
支えて下さつたことを思います と、感謝の念に  さんにとつては非常にお得な旅行です。10月
たえません。40年 も前の ことですので、発足  にはウオークラリーを行っています。例年、動
当初のことを知る方はごく少なくな りました。  物園を会場 として行 うので、患者様だけでなく、
今回のしんとうでは、その方々の、貴重なお話  お子様 を含 めたご家族の方にも大変な人気で
を掲載 させていただきます。 あ と 10年後、50  す。11月 14日 の世界糖尿病デーに合わせて、
周年の時にはも うこのよ うなお話は伺 えない  市民のための講演会 とマ リンタワーな どでの
かも知れません。                夜間のブルーライ トアップを行っています。 こ

私 自身、当協会に携わるようになつてまだ 5  れは昔からの大きな行事で、糖尿病学会、神奈
年で、昔のことは全 く分か りませんが、かつて  川県医師会などとの共催で、半年がか りで準備
は会員数 も多く、行事も活発に行われていたよ  されます。年が明けて 3月 には食事勉強会、県
うです。 しかしこの 5年間では、ご時世なのか、  内各施設の栄養士 さんたちが毎年交替で大活
会員数は減る一方です。 目下の当協会の最大の  躍 して、糖尿病の方のために、カロリーや栄養
課題は、会員数を少 しでも増やすことでしょう  が正 しく計算 され、かつグルメで美味 しくちょ
か。理事会や指導医会、会長会な どでも毎回、  つぴり贅沢なお食事をご用意します。
どうしたら会員数を増やせるか、が話題になり それぞれの病院 。医院での患者会にも色々な

ます。そ してこれまでの議論をまとめます と、  催 しがあると思いますが、中心 となる会員の方
結局、それぞれの病院な リクリニックな りの友  も御高齢 となつた りして、充実 した行事の企画
の会 (=患者会)で、医師や看護師などのスタ  は必ず しも容易ではないようです。せっかく協
ッフが通院 している患者 さんに入会を奨める、  会でこのような行事を行つていますので、友の
とい う (今 までもなされてきた)地道な努力が  会の皆様でお誘い合わせの上、ご参加いただき
一番重要なように思われます。 たいと思います。

開催予定等は下記ホームページをご覧ください
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2013年

神奈川県糖尿病協会

ウォークラリーのご報告

今回は台風 27号、28号 が来たため、直
前まで開催が危ぶまれま した。 しかし前 日

になり、ようや く台風の去る見込みがつき、

ウォークラリー当日は晴れそ う、とい う天

気予報も出てほつとしました。当日はまぶ

しいくらいの快晴で、ちょうど前の 日まで

雨だつたため、却ってほこりも立たず美 し

い日和になりました。

朝 10時半、すでに多 くの参加者が集ま

り、開会式が始ま りま

した。例年の如 く、半

田会長の挨拶、坂本副

会長の開会宣言、それ

に引き続き、 参力日者は
大塚先 生 の ご指 導 の

もと、全員で体操をし

て か らス ター トしま

した。オカピ、キリン、

サイ、テナガザル、丹

頂鶴、ヒツジ、象その

他いろいろな動物を見ることが出来ま した。

公園の木々には紅葉が始まつているものも

あ り、本 当に久 しぶ りに 自然の美 しさ、季

節の変化に気がついた感 じで した。チェッ

クポイン トでスタンプを押 してもらいなが

ら歩 い て い

る う ち に い

つ の 間 に か

時間は経 ち、

12時 前後 か
ら は 皆 次 々

と ゴ ー ル し

ました。完歩

証 を も ら つ

た方、捨てな

グ爆影2本々″ゆ まつているうの

うあク、本当た久 ιぶク角 鍬 杉 奏 ιき、

熱 の変4ヒヽこ気が ついた感 じでЙ

H25年 10月 27日 (日 )

横浜市立金沢動物園

神奈川県糖尿病協会

会長 半田みち子
いでとつておいてください。毎年参加 して

いる方は今年で 4枚 たまったはずです。5

枚たまれば協会からささやかなプレゼン ト

がもらえます。来年をどうぞお楽 しみに !

その後は皆 さん、思い思いの場所でおい

しく昼食 を摂 り、1時 半か らはこれも恒例
の青空教室に参加 しました。今回は長谷川

司先生による「タバコと動脈硬化について

学びま しょう」 とい うテーマのお話 を聴

きました。勉強になりま

したが、タバコを吸 う

人 は身 につ ま され た

ことでしょう。

続 い て 閉会 式 とな

りましたが、賞品選び

は これ も例 に よ り大

変 な騒 ぎ とな りま し

た。 こうして今年のウ

ォー ク ラ リー も楽 し

く賑や か に無事終 了

しました。今回は最終的には 217名 の参加

人数でした。

最後に、毎年 このウォークラリーを支援

して下さるノボノルディスク社の皆 さまに

は心から感謝いたします。
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平成 26年度 秋の行事案内
丼 'C学ぶ糖尿病ウォークラグー
′多ゴθノフ鶴島要ソ7ンし颯|のこ聾美フクノ

心地よい秋風の中で、ご家族・ご友人と一緒に動物園の中の楽しいウォーキング

はいかがですか。みなさんお誘い合わせの上、奮ってご参加ください。今年もウォ

ーキングのあとには、“青空教室"を ご用意してお待ちしています (事前申込制 )。

開催 日時 : 平成 26年 10月 26日 (日 )午前 10:30～ 午後 2:30(受 付 :午前 10:00)
※昼食の後に医師による青空教室 (松澤陽子先生)

開催場所 : よこはま動物園ズーラシア (下図 ご参照)
参加資格 : 糖尿病患者さんとご家族・ご友人の皆さん

募集人数 : 制限なし
参加費 : 1名 につき 200円 (保険料 と

注意 : 必ず主治 医の許可 を得て、
ご持参ください。

お申込み締め切 り : 開催 日前 日まで
お申込み : 申込用紙 (ご案内)は各
患者会・医療機関に配布いたします。

して)

参加 申 し込みを して くだ さい。昼食 は各 自で

2013年度セミナー・講演会のご報告

昨年の秋は、午前に「第 32回関東甲

信越糖尿病セミナー」 (医療スタッフ向

け)を、午後に「神奈り|1糖尿病デー 2013市民講演会」 (市民・患者さん向け)を開

催しました。新しい食品交換表についての解説や初めて糖尿病と診断された時の心

構えなどについて、県内外の先生方から分かりやすいお話を伺 うことが出来ました。

この場を借 りて、ご関係の皆さま方に厚く御礼申し上げます。さて、今年は「糖尿

病シンポジウム in神奈り||」 として、全国規模の講演会をご用意しています。皆さま

お誘い合わせの上、奮ってご参加ください。 (背表紙をご覧下さい )

層∫1凱馨仄苦電

括鍮ぜ彗勁壇

いずみ野線 川



(4) 神奈川県糖尿病協会会報 第 107号

第 6回食事勉強会の報告  平成26年 2月 23日 (日 )h lll崎市JII崎病院
地元若手寿司職人によるお弁当と食養科長の手作リケーキ

川崎市立川崎病院 管理栄養士 太田博子
第 6回食事勉強会の担当は川崎地区と事務局
から伝えられ、正直困惑 しました。地元の寿司

店がお引き受け下さつたのですが、お店が決ま

るまで大層時間を要 しました。それか らの献立

の打ち合わせも大変で、本来は生ものを扱 うお

店ですが、蛋白源 (魚や肉)は少 しずつ組み込
み加熱 してもらい、野菜や海藻は多めにと依頼

しました。又寿司も取 り入れ 目を楽 しませ、塩

分の制限もお願い したので、店主の若手の寿司

職人さんには料理にご苦労をおかけしました。

主食は散 らし寿司と、黒米のご飯、 2段 の弁
当箱で豪華 さを演出。また糖尿病患者 さんが安

心して食べ られるデザー トがあれば喜んでもら

えると思い、お菓子作 りの専門家でもある当院

食養科長の手作 り。低カロリーのデザー トを提

供することとしました。

行事の当日早朝か ら」Rの事故で参加不能の
人や、遅延の方もあ りましたが、多 くの参加者

で賑わいました。食事前の血糖測定を協会副会

長 。当院指導医の津村先生、外来主任看護師の

栗田さんに担当して頂き、その間に食事の準備

を済ませ、やがて全員着席 して、献立、ケーキ

のレシピ説明にて会食 とな りました。お弁当箱

に少 しずつ、美 しく盛 りつけられた多くの品数

の料理は、春の到来を告げるものでした。舌味

は薄めだが美味しく料理 され、お腹も微笑んで

いる、と皆満足のご様子でした。

二部では「糖尿病を取 り巻 く最近の話題」 と

い うテーマの津村先生の講演を受講、音の話か

ら昨今の新薬にいたる新知識の導入をして戴き

ました。皆さん真貪1に問いていました。

食後の血糖沢1定の後、本 国の行事の感想を皆

さんから戴きました。「534kcalと は思えず、美

味であった」、「デザー トに感激 した」、又 「参加

して良かった」等のご意見を戴きました。無事

盛況に終了致 しました事、皆様の御協力に感謝

致します。

当日の献立 (総カロリー 534 kcal)

黒米入 り御飯 。散らし寿司 鮪西京焼き 卵焼き
鶏ハ ンバーグ菊花あんかけ 椎茸 山笠焼 き
煮あわせ 柚香 り和え 和ポテ トサラダ 青海
苔ゼ リー 寄せ 香 の物 い ち ご めかぶ 汁
80kcalプラムケーキ
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助日茂の花菖蒲園～舘山寺温泉 (静岡県)」 研修旅行に参加して

平成 26年 6月 15日 (日 )～ 16日 (月 )務 彦たダけ 花菖蒲の申で記念の条冷写真を
タクまιた。クさん、散策を楽 ιまれ、ガ認 つ たヽまうでオ

日本鋼管病院こうかんクリニック「ツツジ会」 (り |1崎市川崎区)会長 坂本 次男
雨期に入 り天候を心配 していましたが、出発

当 日の 6月 15日 (日 )は素晴 らしい天気に恵
まれ喜んでいました。 ところが思わぬニュース

が飛び込んできました。東名高速道路の厚木～

大井松田間が事故火災で通行止め、復旧の目途

が立たない、と言 うのです。 ドライバー と打ち
合わせの結果、一般道で箱根を越え沼津から東

名高速に入ることにして、最終 目的地の浜名湖

畔 舘山寺温泉 「鞠水亭」に向け横浜を出発 し
ました。

昼食時間が大幅に遅れ 「低血糖」が′心配 され

ま したが、そこは同じ病気を持つた仲間です、

集合写真 (加茂の菖蒲園

お互いに助け合いながらやつと食事処 「袋井観

光センターJに 至1着 し一安心。昼食休憩を少 し
短縮 し、皆さんが楽 しみにしてお られた「加茂

の花菖蒲園Jの 最終受付は 16:30分 で したが、
間に合って園内を散策す ることができま した。

研修旅行でのお友達 として一年ぶ りに再会でき

たことをお互いに喜び、綺麗に咲いた花菖蒲の

中で記念の集合写真を撮 りました。皆 さん、散

策を楽しまれ、癒されていたようです。

宿泊・研修先の舘山寺温泉 「鞠水亭」にチェ

ックイン後、予定 していた時間より2時間遅れ
ていましたが、津村先生からの講義 と竹松看護

師によるフットケアについての指導を受けまし

た。

内容は

:糖尿病患者さんのフットケアについて

:フ ットケアについての正しい知識を身につけ

よう

糖尿病足病変の定義とは・・・

糖尿病診療 。看護の現場では・・・

糖尿病足病変の危険因子

自分でできる足壊疸 。潰瘍の危険度チェック

世界的規模で増加する「糖尿病」の最新情報

治療と予防について

限られた短い時間で したが、大変素晴 らしい

中身の濃い講義、指導で、皆さん真貪1に 耳を傾

けてお られました。患者の皆 さんは、少 しでも

日常の糖尿病療養に取 り入れ活か して下 さい。

継続して行おう、ヨシ !

先生と患者 さんのベス トカップ

2日 日は、 うなぎパイエ場見学の後、龍ケ岩

洞の食事処で昼食 (400kcal)を 済ませました。

そ して足元 。頭上に注意 しながらの洞窟探検も

終わ り、帰路につきました。皆 さんの協力によ

り予定より早 く横浜に,1着 す ることができ、解

散 とな りました。皆 さん、何事もなく元気で家

路につかれました。

引率の先生・看護師さん、お手伝いして頂い

た製薬会社の皆さん、参加 された患者の皆 さん

ご協力有難 うございました。

行 程 :(時刻は当初予定)

1日 目 :横浜 (9:40)～ 新東名高速～富士川
SAト イ レ休憩～ 袋井 IC～ 袋井観光センター

(昼食 )～加茂花菖蒲園～舘 山寺温泉 鞠水亭
16:00頃チェックイン
2日 目 :鞠 水亭出発 (10:00)～ うなぎパイ
エ場見学～龍ヶ岩洞 (昼食)～新東名高速～横
浜  到着  (17:00)
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横浜市磯子区

患者会事務局

高山 春恵 (1型歴 56年 )
H.E.Cサイエンスクリニックの糖尿病患者会は3本の

柱で支えあつて出来ています。

*「洋光会」は糖尿病であれば入会可能な会です。

*「インスリンレディの会」はインスリンを打っていて、

女性であることが条件の会です (全国どこの地域にいら

しても入会可)。

*「はまつこ」は若い人 (自己申告ですが!)はどなた

でも入会できます。

患者会の原点は、1967年 (昭和 42年)衣笠診療所の

栄養士さんが糖尿病友の会として始め、その栄養士さん

より現理事長平尾紘一先生に一任されたのが始まりだと

問いております。その後平尾先生が葉山に移られ葉山ク

リニックにて翠会となり、1994年平尾先生がH.E.Cサイ

エンスクリニックを開業すると同時に「洋光会」を発足

し現在に至ります。インスリンレディの会は平尾先生が

以前勤めていた衣笠診療所の時に平尾節子副理事長の発

案で発足し、H.E.Cサイエンスクリニック開業と共に移

行しました。はまっこはすでにあつた会が全国ジャンボ

リーを機に 1999年 10月に再開し、現在に至っておりま

す。現在の会員数は患者会トータルで 250名程になりま

す。

指導医は「洋光会J平尾紘一理事長、「はまっこ」前田

一院長、「インスリンレディの会」は糖尿病肥満治療研究

所 調進一郎所長ですが、全ての会に二人の医師がかか

わっています。

会の活動は、年間「洋光会」は8～ 9回、「インスリン

レディ」とれままっこ」は4～ 5回と定着しております。

喘 」勺巨扉尋イテ嘔拝:

新年会、春の特別講演会、合同散策、料理教室、先生を

交えての勉強会、患者体験発表、やけ糖尿一泊バス旅行、

糖尿病フェスタ&健康まつり、忘年会式勉強会

インスリンレディの会」年債陥南華:

春の特別講演会、合同散策、合宿旅行、糖尿病フェスタ

&健康祭り、クリスマス会

「はまつこ」幹 :

春の特別講演、夏の勉強会&親睦会、バーベキュー会、

糖尿病フェスタ&健康祭り

上記に記載されているように、各会いろいろと行事があ

ります。
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(洋光会静岡旅行 集合写真)

各会代表的な行事を紹介し

たいと思います。洋光会の行事

としては「やけ糖尿一泊バス旅

行」が有ります。

昨年は静岡へ、今年は西丹沢へ行きます。皆様はどうし

て糖尿一泊の前におかしな文字が入つているのか?と思

うかもしれませんが、これは平尾先生が

「いつも頑張つているから、一年に一度位旅行に行くと

きは自由に食べて、飲んで楽しく過ごせたらどうか !!

でも、一つだけ食後の血糖は計りましょう」と提案して

くださり始まったものです。その旅行は大好評で前の会

から43年間も続いています。私も旅行は何十回とご一緒

しておりますが、今まで旅行中、その後も体調を崩され

た方は一度も見たことが有りません。そればかりか皆さ

んの、的を得た食べ方や、食事量など、他の患者さんか

ら学ぶことが多く患者会ならではの有意義な時間です。

これはインスリンレディの会の合

同合宿も同様です。インスリンレ

ディの会で一番参加人数の多い行

事が 12月のクリスマス会です。

(インスリンレディ、洋光会、合同散策)

場所は研修センターで行い、先生の話のあとは楽しく語

り合います。参加人数は毎回職員を加えて50名近くにな

ります。遠くからは名古屋方面から来られる方、または

他の院所からお見えになる方で当日は同窓会のような賑

わいです。はまつこの行事で人気なのは勉強会です。若

い人たちは勉強熱心です。今年の勉強会は「血糖値を上

げない食べ物探し」について若い患者さんが話をしてく

れました。このような機会を共有し、お互いの意見交換

の中で日頃疑間に思つていることなどを解決し、各自が

前進していつてほしいと思つています。その他、クリニ

ックと合同で年1回行う「糖尿病フェスタ&健康祭り」

は、講演会、楽しい遊び、体力汲1定、展示など盛り沢山

のイベントを行う会として定着し、今年 12回目を迎え

ます。また、「春の特別講演会Jもクリニックと共催でイ

ンスリン患者さん向けに開催しています。患者会主催の

サークル活動も活発で、詩吟、切り絵、童謡、初心者社

交ダンス、折り紙

など毎月定期的

に開催されてい

ます。

(糖尿病フェスタ&健康祭り)

最近どちらの患者会でも会員の減少、新規加入者の不

足等悩みが多く聞かれますが、私たちの患者会でも同様

です。先日ある患者様が「実はインターネットであるこ

と調べたのですが、どれを信じてよいのか分からなくな

りました」と聞きにいらっしゃいました。今の時代、情

報が浴れていて、多くの情報の中から自分にあつた情報

を探し出すのは難しく、どれを信じていいのかわからな

いという不安はみなさんお持ちだと思います。お互い話

し合いながら解決していくためにも患者会が必要なんだ

と言う大切なことを思い出した一日でした。

患者会新規入会について大切なことは、まず第一に院所

の先生の声掛け、第二がコメディカルの方のサポート、

最後に患者会の方々の後押しだと思っています。院所全

体のスタッフが自分のことを大切に考えてくれていると

患者さんに感じてもらえるよう、私自身も機械的な対応

ではなく心での対応が出来たらと思つております。



(8) 神奈川県糖尿病協会会報 第 107号

急ゝ立 イθ周年記念記事①

神糖協設立 40年と聞いて

元 平塚市民病院医師
前 湘南大磯クリニック院長

齋藤正淳

神奈川県糖尿病協会が出来てもう40年になると

は・・・。若い時にその設立に奔走した私にとつ

て甘酸っぱい思い出です。糖尿病を専門に診る医

師も未だ少なかつたその時代、県内の各病院では

患者教育の必要性は認めるものの、そのや り方、

テキス トは個々の病院で独 自に工夫し、自分達ス

タッフだけで手探 りの教育をしていた時代でした。

ですから昭和 47,8年 頃に当時藤沢市民病院副院

長をしておられた高邑先生から、各市立病院を中

心として集まつて共通の話題を討議 しようとの呼

びかけがあつた時は、パッと明るい光が差し込ん

できた様な気がしたものです。当時私は平塚市民

病院で糖尿病外来・入院を担当していました。最

初の会合を藤沢市民病院で持つた時に集まった病

院は、西から平塚市民、平塚共済、藤沢市民、横

須賀共済、衣笠、社会保険横浜中央、横浜市立港

湾、県立成人病センター、済生会神奈川県、川崎

市立川崎、それに北里大学な

ど 10ヶ 所余 りの病院だ と

記憶しています。熱気のこも

った会合で直ちに各病院の

熱心な医師達の支援 により

神糖協 (=神奈川県糖尿病協

会※)力 発`足し (昭和 49年 5

月※)、 事務局は藤沢市民の栄

養課の橋本さんが担当し、各

病院の患者 さん達に入会を

すすめ、スター トは確か 700名 ぐらいからだつ

たと思います。催 しとしては、年に 1,2回 の講

演会、研修会を行 う。各病院で患者教育用に使 う

パネルを準備する。共同で歩こう会を実施する

等々、出来る事から始めて行つたのですが、それ

等の出来事を会員に伝える為にはどうしても会報

が必要であるとして高邑先生を編集委員長として、

私も含めて 5～ 6人の編集委員 (医師代表、栄養

士代表、患者代表)で会報を始める事にしました

が、ハタと困つたのはスター トの財政難でお金が

無く印刷費にもこと欠いた事です。執筆 して下さ

る各先生には原稿料ナシとして頼み込み (その為

に編集委員のタダ原稿も多くなりました)、 ヒモ付

きにならない様に各メーカーや検査会社にも協力

を頼み、財政を担当する私は最初の数年間は無我

夢中でした。

糖尿病ケアの世界的なリーデイングカンパニー

ノボ ノルディスクファーマ株式会社は、180カ国で製品を販売する

世界的なヘルスケア企業の日本法人で魂

糖尿病ケアにおいては、「Chang ng DbbetesQ一 糖尿病を変える」を掲1去

糖尿病克服に向けての研究開発はもちろんのこと、

さまざまな分野で社会活動を行つています。

ノボ /1レデ イ ス ク フ ア ー マ 株 式 会 社

〒1000005東 京都千代田区丸の内2‐ 1‐ 1明治安田生命ビル
電話(03)6266‐ 1000(代表)FAX(03)62661800
wvνw novonord`k cojp
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発足した翌年に平尾先生が研究から帰られて衣笠

診療所に着任 され、又、私も大磯駅前で県で最

初の糖尿病専門クリニックを開業して、この二つ

が競つて会員増強に努力したせいもあつて結成数

年で会員 3000人 を突破 し日本全体の 3～ 4番

目の人数になリスター トしたのは大成功だつたと

思います。その後、高邑先生は横浜市大に新設の

第 3内科の教授になられ、御多忙になられたので、

顧問は川崎市立川崎病院の藤森院長にお願いし、

事務局も川崎市立に移 り永く御世話になりました。

私も高邑先生の後の編集委員長を引き受けました。

会員に直接還元できる情報は会報が第一でした

ので引き受けていた 10数年は会報の内容を堅く

ならない様に、読者の気を引く様に、各病院の紹

介も洩れなくして、困つている糖尿病患者さんが

自分の住居の近くで糖尿病を熱心に診て貰える一

助になる様に、そして財政的には広告を充分にと

って事務局の負担にならない様に努力 しました。

仕事は大変でしたが、当時 40代の働き盛 りの故

もあり、又、各病院の親しい Dr.達、塩田 (成人病

センター)、 山口 (社会保険 )、 平尾 (衣笠診療所

他 )、 それと女医さんの塩谷 (港湾病院 )、 共通の

日標の先生方と桜木町の喫茶店に集まってケンケ

ンガクガクでちっとも辛いなんて考えは無く、出

来る時に全力投球できた事は 80歳 を越えた今と

なつては、良き思い出です。神糖協の講演会でも

数回講演 し、司会も何度かや らせて頂きました。

会場の決定にあちこち走り回つたのも今となって

はなつか

しい想い

出です。

あの時

糖尿病の

患者教育

に悩み、

苦労し、何とか突破しようと思つて集まった若い

D■ 達が造り上げた神糖協がもう40年を迎えると

は・・・。私としては自分の取り上げた子が 40歳

に成長して「お父上、おなつかしい」と目の前に

現れた様な気がして、自分の越し方を考えて苦笑

したい想いです。勿論、苦労して生んでおいて良

かったとゆう想いです。

あれから40年、医学は進み、治療法も進みま

した。でも根本の食事、運動療法の大事さは今で

も必要ですし知識は大きな武器です。今日、これ

を読んで下さつている会員の方にも、現在の先生

の仰る意義を良く理解して、健康な長寿に向かつ

て下さい。今に糖尿病で 100歳の時代がもうすぐ

来ますよ。私も大磯の地で 40年余り働きましたが、

現在は世田谷の馬事公苑の隣で悠々自適して創立

50周年の日が来る日迄生きようと思つています。

神糖協設立 40年本当におめでとうございました。

又、往事御世話になり物故された先生方に合掌し

て御礼申し上げます。

(※ )は編集者による註。前頁写真 :筆者 齋藤先生
2014年 6月 (81歳 )ある医学会会場にて 本頁写真 :

同 齋藤先生 40代の頃 奥様とご一緒に旅先で

群鯛でう溝麻凄ひ事ぐ。  48D MSD  M帥 株式会社 wwwimSd・COJp
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魯■立 イθノ辱年記念記事の

神糖協創立前後の

糖尿病診療

元 衣笠総合病院内科医師

泊谷ネL子 先生

(編集委員聴き取りによる )

昭和 42年に衣笠病院の内科に着任 しま

した。当時眼科に糖尿病の患者さんがたく

さんいらっしゃり、眼科の先生から誘われ、

糖尿病患者さんの診療を託されました。社

会が豊かになつてきた時代で、糖尿病患者

さんは増えていましたが、糖尿病を専門分

野として理解 している医師は多 くはない

時代でした。また糖尿病を専門に診療する

といっても、参考とすべき適当な専門の医

学書も少なく、身近に情報を交換する医師

もいらっしゃいませんでした。そんな時、

病院の婦長が衣笠診療所に行き、平尾先生

とお話をし、婦長を介 して平尾先生が糖尿

病を熱心にやつておられることを知 り、機

会を見つけては平尾先生 と糖尿病の勉強

を一緒にするようになりました。平尾先生

から厚い教科書を貸 して頂いたことを覚

えています。外来の糖尿病患者は直ぐに増

えて 200人位にな り、患者会を作 りま し

た。毎月 1回患者 さんを対象に勉強会を

開きました。ハイキングや食事会も行いま

した。食事会では病院のまかないの人が食

材を調理してくれて、栄養士さんが、患者

さん一人一人について、料理の選び方と量

をチェックしてくれました。看護師さん、

栄養士さんが糖尿病の診療、患者会の運営

にとても良く協力してくれました。やがて

ほかの内科の先生は糖尿病といつたら、私

か平尾先生のところに患者 さんを送つて

下さるようになり、この地区での糖尿病を

診る体制が次第に整っていきました。

患者 さんと食事会をした り、旅行に行

ったりして、患者さんと共有する時間が多

かったので、当時、ほかの分野の医師から

は、半ば冗談ですが、遊んでいてうらやま

しい、旨を言われたこともありました。 し

かし糖尿病の医療では 40年も前の昔から、

医師が患者 さんにできるだけ近い ところ

に立って、診療にあたることが普通になさ

れていたのです。平尾先生の患者さんへの

接 し方が正に患者 さんの立場に立ったも

のでしたから、このような雰囲気が衣笠病

院の糖尿病外来にできたのも、平尾先生が

身近にいらしたからこそ、とも思つていま

麟 測定、続し,73よ。
経過を見'jだ らの

増療がいいのだ'j、
争定 tてき73みたい。

体系的な血糖測定が、

大切r」ことを教えてくれる。

幾話里:葬ξ:1織まし3鶴、よゝ Zダ話朧催30120‥ 642‐ 860
アキユチエツクWebサ イト http://www.accu― chek ip/〈圧三日〉  ロシユワイアクリステイツクス株式会社
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す。また当時は、病院のスタッフと患者さ

んとが協力 し合つて何かを一緒にやると

い うことが今 より自然にできたようにも

思われます。今 日は色々と便利な道具もで

き、医学の内容も高度に進歩 しましたが、

医療スタッフと患者さんとの交流、信頼関

係の醸成 とい う医療の原点 とも言 うべき

ことは、むしろや りづらくなったようにも

思われます。

当時すでに簡易血糖測定器があつたの

で、インスリンを打つている人は勿論、う

っていない人でも、それを患者 さんに持つ

てもらい、自分で血糖値を 1日 通して測定

し、記録 してもらいました。外来で看護師

さんはそれを患者 さんごとにノー トに転

記して、体重なども併記 して、患者さんご

とに病態の推移がそのノー トを見れば把

握できるようにしました。特に低血糖の発

生には注意しました。当時は今のように便

利な自己血糖測定の道具もなく、自宅での

血糖測定は簡単なものではありませんで

した。どうしてもそれが自分でできない人

には、外来で看護師さんにやってもらった

りもしました。尿検査も勿論、大切な情報

源でしたので外来では必ず行いました。神

経障害、網膜症、腎症の合併症は勿論よく

知られていましたが、当時すでに糖尿病 と

心筋梗塞、脳梗塞などの動脈硬化性疾患と

の関係もはつきり認識 されていました。ヘ

モグロビン Alcを使 うようになつて、血

糖 コン トロールは把握 しやす くな りまし

たが、それ以前は血糖測定を 1日 に何回

か行つてもらい、頭を使って推測 して、1

日を通 しての血糖値推移の全体像を把握

するように努めました。空腹時血糖値は低

くても、食後の血糖値が高く跳ね上がるこ

とはよくあることなので、食後 2時間血

糖値を大切に考えました。

その うちに製薬会社 さんなどの営業の

方が、実際の手足になつて動いて下さり、

神奈川県内の各公立または公的病院 (衣笠

病院もその一つでした)の糖尿病診療科の

医師、看護師、栄養士などのスタッフ、そ

してその患者会を横に連絡 しようとする

動きが出てきました。藤沢市民病院の副院

長の高邑先生がその中心になつて下さい

ました。これがやがて県糖尿病協会へと発

展していきました。私が平尾先生にも、一

緒にや りましょう、とこの流れにお誘いし

ました。

毎年秋 に県糖尿病協会主催 の患者 さ

ん対象の催 しがあり、それは横浜の三越デ

パー トなどで行われました。私がそこでの

講演会の司会をさせて頂いたこともあ り

ました。

(以上は編集委員 齋藤達也 聴 き取
りによる)

″笠勿周年記念記事③

神糖協発足 40周年

を迎えて

神奈川県糖尿病協会事務局

常盤千鶴子

昭和 49年 5月 に神奈川県糖尿病協会が

陽の目を見、創立当初は 11施設の参加で

した。当時病院の医師と栄養士が行事の企

画や展示パネルの作成にあたりました。病

気に関してのパネル作りには,成人病センタ

ーの塩田先生、川崎市立病院藤森院長先
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生、藤沢市民病院高邑副院長先生、港湾病

院塩谷先生が主体になり作成、栄養に関し

てのパネルは成人病センター栄養課長の

原さん、藤沢市民の橋本さん、済生会神奈

川県病院の常盤が主体となり、横浜市健康

福祉総合センターの会議室にしばしば集

まり作成しました。年間事業計画も多くの

意見の中から選択され、練 り上げられまし

た。

協会創立後第 1回 日の糖尿病週間 (=

第 10回全国糖尿病週間、1974年、昭和

49年)の行事に当たつては、横浜三越の

一階から三階への通路を借用 し、パネル展

示をしました。一行事は 4日 間で、その

うちの 1日 では午後から講演会が開催 さ

れました。講演会は横浜市教育文化センタ

ーで行われました。講演会は、2回 日以降

では、高邑先生の御学友の先生が経営され

る会社の社屋が新築 されたのを機にそこ

に会場を借用 し、開催 されたこともありま

した。関内の駅前であり、多くの人たちが、

参加 し盛会となりました。当時は糖尿病の

知識の普及があまり無かつたので、講演の

後に聴講者から多くの質問が殺到 し、司会

の先生は閉会するのに苦労をされている

様子でした。

第 2回 目もパネル展示は三越で会催、

第 3回 日から横浜高島屋の催場を借用す

ることが出来ました。パネルの搬入は店の

閉店を待たなくてはならず、川崎市立病院

から病院の職員の手で運搬 されるパネル

が横浜に到着するのは午後 6時頃でした。
パネルの搬出入では川崎市立病院の職員

の方達に長年、多大なご協力を頂き、大変

お世話になりました。会場では今までの展

示の片付けが終わり清掃を待つて、それか

ら我々の展示、その他のレイアウトが検討

される状況でした。高島屋では毎回パネル

の痛みや汚れの修復をして戴き、ありがた

いことでした。5年間位お世話に成 りまし

た。その後は岡田屋で実施 し、更にその後

は横浜市の施設を毎年借用するようにな

りました。

パネル展示 と同会場で並行 して行われ

る糖尿病療養相談には医師 3名 、栄養± 3

名があたりました。当日は尿糖検査、血圧

測定、体重測定も行い、尿糖検査には看護

婦 (当時)に協力をお願いしました。会催

中は、今 日では規制されて出来なくなりま

したが、患者、スタッフ共々、道路に出て

通 りかかる人達に声をかけ、会場への呼び

込みを行つたものでした。

機関紙は昭和 50年 10月 に神奈川県糖

尿病協会々報の名称で第 1号が発行 され

M R Me“ ctt Representa‖ ve
提供と提案。

それがアストラゼネカのMR。

医療の「A」から「Z」 まで。

AstraZeneca
ア ス ト ラ ゼ ネ カ

◎弊社についてもっと知りたい方は hitp:〃 www astrazeneca co.,pノ 〒531-0076大 阪市北区大淀中1丁目1番 88号
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ました。当時の編集委員は社保横浜中央病院

患者の大西氏、大磯齋藤病院の齋藤医

師、成人病センタすの塩田医師、港湾病院

の塩谷医師、藤沢市民病院の高邑医師、成

人病センターの原栄養士の 5名 (五十音

順)で 4年後に原栄養士と常盤栄養士が
交代 しました。会報は縦書きの 5段抜き

の構成が 74号まで続き、75号から横書き

となりました。名称は 69号から「しんと

う」と改称 され、本年で 107号 を迎える

事となりました。各委員が交替で編集責任

者として、毎号の機関誌の編集に当たりま

した。紙面の多くは疾病の情報、対応の在

り方、食事に関しては一日に必要な養分を

取 り入れた献立を第 72号まで掲載 しまし

た。

事務局の変遷
昭和 49年～昭和 52年まで
藤沢市民病院 (栄養科 橋本管理栄養士に委嘱 )

昭和 53年～昭和 63年まで
(川崎市立川崎病院 食養課事務局長に委嘱 )

昭和 63年～平成 7年まで
(北里大学病院 桶川管理栄養士に委嘱)

平成 8年～平成 15年まで
(横 浜市立大学浦舟病院の別棟 にて協会職員

により運営)

平成 15年～平成 21年まで
(西区平沼 協会会長 田村氏 事務所)

平成 21年～平成 22年 まで 松葉医院

平成 22年～現在まで  川崎市立川崎病院内
施設数の変遷
日召不日49`手

昭和 53年
平成 3年
平成 7年
平成 20年
平成 25年

25施設
30施設
37施設
53施設
65施設
63施設

む こヽ鐵す魏麟難IInわ離 、3翻
―

●

フリーダイヤit         ,ヽ イヤン,

願麟.0120諄07‐ 8130
お構い畿,tt賊 鮎 議豊翡 総醸螢
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「こゆるぎ会」の

40年の歩み
小田原市立病院 管理栄養士

日本糖尿病療養指導士

遠藤奏子

昭和 48年 に故武井義夫先生 とご一緒

に糖尿病患者友の会 「こゆるぎ会」を発

足 させ、栄養科が事務局を担当してきま

した。

当時の糖尿病教室では、友の会会長の

司会で、医師がスライ ドを用いて糖尿病

の病態、合併症の予防の要点 と糖尿病治

療の トピックスなどに関する講話をしたあ

と、管理栄養士が食事療法の説明を行い

ました。その後に患者 さんが糖尿病療養

上体験したことや不安に感 じることなどに

糖賦病とともに、はつらつと生きる

少慧でも使いやすく、人にやさしいFll構測定器をll・・墟けしたしヽ.

めざすは、よりよい糠蹴鋼碁議命ため鈴ベストパート十一です.

あなたのために。

多 株式書織
=稲
1薔攀研究爾

寧κκ鷹壼驚市東露驚外観謝鶴摯篭■6卜機襟

●ふ―ムベーシ httpt∫続 ・●kk・ net,“ず
●勢レテスト構報サイト疑 ,プメ贈
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ついて自由に発言したり、また「さかえ」の

内容でわからない点について医師や管理

栄養士に質問した りする時間がありまし

た。

食事療法の説 明では、初 めの頃は調

理された食品を実際に展示し、献立、調理

法のポイントを説明しました。糖尿病食品

交換表を用い、更に手書きの献立表 と資

料を患者 さんに配布 しました。その後は

フー ドモデルを展示 した り、図や写真を

取 り入れてパ ソコンで編集 し作成 した

親 しみやすいスライ ドを用いた りす る

など、患者様への説明の方法は時代の変

遷 とともに新 しい ものに変化 してゆき

ました。その時期、その時期の方法や蓄

積 したノウハ ウは若 い管理栄養 士へ と

引き継がれていきました。

年 3回行われる「さかえを読む会」も

継続 され現在も行われています。専門医

が『 さかえ』の記事の中からテーマを選

び、スライ ドでわか りやす く解説す るも

のです。これは一緒に行われる「試食会」

の後に開かれます。試食会では、当日の

入 院患者 さんのた めの糖 尿 病 治 療 食

朝昼夕 3食分を実物で展示 し、その中の

1食 についてスタッフが要点を説明 し、

患者 さんにそれ を昼食 として食べて頂

きます。 このように積極的に「さかえ」

を活用 してい るためもあつてか、現在

「さかえ」は宅急便で患者 さんに発送 し

ていますが、発送 日が遅れると患者 さん

か ら問い合わせの電話が来 るほど、「さ

かえ」への患者 さんの関心は高いようで

す。

発足当初は、患者の方が診療の待ち時

間に「糖尿病は生活習慣病だから自己管

理が大切。正しい知識を勉強するにはさか

えが役立つ。」と熱心に声掛けする一方、

専門医も積極的に入会、行事への参加を

働きかけ、友の会も活発でした。会員数は

当初の 40数名から最多で 250名余まで増
え、糖尿病教室のスタッフには医師、管理

栄養士の他 に薬剤師 と看護師が加 わ り、

チーム医療がいっそう充実してゆきました。

しかしその後、会員数は減り、現在は 20数

名になってしまいました。専門医が数年で

開業や他の病院に転勤されてしまいます。

しかし横浜市大の寺内教授のご指導、ご

支援を賜 り、糖尿病教室や友の会が存続

できています。

本棚の糖尿病治療 のための食 品交換

表 第 1版 (B6緑 色  昭 和 40年 9月 10
日発行 )か ら第 7版 (B5平成 25年 11月

1日 に発行 )を 眺め、改めて糖尿病栄養

指導歴 43年 の経験を活か し、今後 も患

者様 と共に合併症悪化予防のために病

態栄養 と向き合 っていきたい と思いま

す。

私が大学 を卒業 して初 めて就職 した

のが横須賀市の衣笠診療所で した。そこ

に私 よ り 1年前 (昭和 42年 )に努 めた
栄養士 さん (確か倉茂 さん ?)がすでに

譴立 イθノη夕諾 認勤

神奈川県糖尿病協会

40周年に思う
H.E.Cサイエンスクリニック理事長

神奈川県糖尿病協会顧問

平尾紘一
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「糖尿病友の会」を作つていま した。そ

の後、糖尿病昏睡の患者 さんを通 して糖

尿病 に関心を持 ち一緒 に取 り組む こと

にな りました。その時には糖尿病患者数

は 50名 程度で したが、患者会活動をす

る中で 2年足 らず に 200名 を超 え、 当

時は神奈川県に患者会組織がなかつた

ので東京の会に入 りました。患者 さんも

有痛性神経障害、網膜症で失明寸前の方、

不安定型糖尿病 な ど手 にお えない患者

が増え、昭和 58年弘前大学後藤 内科に

研修に行きま した。その後衣笠診療所に

戻つてみ ると患者 さんは さらに増 え患

者会も活発に活動 していました。そんな

時衣笠病院の泊谷先生か ら故高 邑先生

(横浜市大教授 )を 中心に神奈川糖尿病
協会があることを知 らされ、す ぐに入会

しました。その頃は、故塩谷先生 (横浜 )

、塩田先生 (横浜 )、 山口先生 (小田原 )、

斉藤先生 (大磯)な ど中心に活躍 してい

ました。私は最も若かつたメンバーだつ

たと記憶 しています。塩 田先生が司会を

されていて 「患者会員の多い ところか ら

役員 を出す」「会議に出席 した人には全

員 に発言 させ る」「参加者全員に何 らか

の役を分担 させる」などを原則にしてい

たので、皆 さんか らアイデアが次か ら次

へ と出され、人間関係に上下関係がなく

楽 しい運営で した。皆 さん生き生きとし

ていたように思います。その後、会長が

変わってか ら私 も出席できない ことが

多 くな り (突然 日程が通知 されるため予

定が入つている)、 初期のころの先生 も

ほとんど運営から外れ、顧間の依頼があ

つて運営会に出席 して驚いています。協

会の会合 に久 しぶ りに出席 した人 に一

言も発言 していただいてないこと、次に

また出席 していただけるよ うに何かを

頼む とかな どの配慮が欠 けてい る感 じ

が します。運営が上意下達の感があ り、

下か らの発言 も封 じ込 め られて しま う

傾向は否めません。 この運営の仕方を塩

田先生の ころの原則 に戻す ことが急務

だと考えています。そ してもう一度活気

ある患者会 を取 り戻そ うではあ りませ

んか。皆さんはどう考えますか。

TTI:1;j:ィプ::螂が鮮ヲ
抗体医薬をリードする、協和発酵キリンです。

KYOWA KIRIⅡ
協和発酵キリン株式会社
http 7/www kyowa‐ kiHn co jp
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糖尿病シンポジ%″ 眸奈■■■の騨シリ
今年 の秋 は、 日本糖 尿病 協会・ 神 奈川 県糖尿病 協会・神 奈川 県糖尿病 対策推進 会

議 共催 に よる 「糖 尿 病 シ ンポ ジ ウム in神奈 川 」 と して、特別 の学 び の機 会 を ご用

意 い た します ! 糖 尿病 治療 の トピ ックス を分 か りやす く解 説 す る教 育講 演や 1型

糖尿病 患者 で あ り医師 で もあ る方 か らの メ ッセ ー ジ、神 奈り
|1県糖 尿病 協 会 40周 年

事業、食品カロ リークイズな ど、充実 したシンポジウムです。

開催日時 : 平成 26年 11月 16日 (日 )午前 11:00～午後 5:00(講演はお昼 0:30開 始)

開催場所 : はまぎんホールヴィアマーレ (」R桜木町駅下車。動く歩道利用徒歩 2分。左下地図 )

プログラム概要 :

● 日本糖尿病協会の活動紹介
1.新しい情報提供のかたち ～糖尿病協会のLcebookページ～

2.新 しい糖尿病学習のかたち ～カンバセーシヨンマップの紹介～

3.みんなでできる手軽な運動 ～ブルーエクササイズ～

● 神奈川県糖尿病協会 創立 40周年記念事業
1.対談「神奈川県糖尿病協会の今昔」 (齊藤正淳×平尾紘一)

2.神奈川県糖尿病協会 功労表彰
● 教育講演 「糖尿病の病態 。治療に関する最近のトピックスJ(寺内康夫)

～今までと変わること。変わらないこと～

● 患者さんからのメッセージ 「患者さんの心と医師の心」 (伊藤新)

参加費 : 無料  お申込み : 事前申込制 (申込用紙は各患者会 。医療機関に配布いたします)
編集後記 本号の編集を行 うに当たり、過去の神奈川
県糖尿病協会会報 (第 69号 から現名称である「しん

とうJに 変わりました)を 参考資料として読ませて頂

きま した。第 1号 (1975年 10月 発行 )の 編集後記
で神奈川県立成人病センター (当 時)の塩田善朗先生
が「記録破 りの残暑が続き、体調を整えるのに苦労さ

れた方も多かろうと思われます。 しかし、この会報の

創刊号がお手許に届く頃には、爽やかな秋風が、・・・ J

と書かれています。私事ですが、塩田先生がこれを書

かれていたと想像される、1975年 の 8月 頃と言えば、

私は高校 3年生の夏休みの最中で、学生らしく一念発

起、早朝のランニングをしていました。そして当時、

自宅から近かつたので、成人病センターの正門前の道

路をコースの一部として毎朝走つていたのです。 しか

しまだ医学に特別な関心は無かつたその頃は、この大

きな建物の中で、患者さんと、そして塩田先生をはじ

めとする医療者が糖尿病を相手に、毎 日どのような闘

いをしているのか ?な ど勿論、想像 してみることすら

ありませんでした。本号の編集を担当させて頂いたお蔭で、自分の短い、僅かながらの医療者として
の経験が、先輩の患者

さん、医療者たちが歩み、切 り開いてこられた大きな道と、どこかでより強く結び
ついたような気がして、感謝の念を感 じ

ています。また人々が力を合わせ、糖尿病と取り組みながら、40年間共に歩んできて、今それを振 り返る時、当たり前す
ぎ

て忘れてはいけないのは、その間日本が平和であつた事のありがたさだと思います。昨今の緊迫した日本周
辺での国際事情

を見間するにつけ、ふとそ う感じました。今回、お忙しい中、自らのお仕事が遅れるのも顧みず、原稿
の御執筆の労をおと

り下さつた全ての方々に深く感謝申しあげます。また自分が 40年前の高校生の頃の生活を正確に想起しようとする時に感
じ

る難しさと照らし合わせ、今号の 40周年の記念記事のご執筆を戴いた方々の御尽力、御骨折 りに対して、重ね
て感謝申しあ

げます。  湘南大磯クリニック 齋藤達也


